本館所蔵 古文書摘録 (四) -彦根藩三浦家文書- by 柴辻 俊六 & 湯浅 隆
I
彦
根
藩
三
浦
家
文
書
ー
ー
l
昭
和
四
十
八
年
正
月
の
三
越
デ
。ハ
ー
ト
に
お
け
る
弘
文
荘
の
古
文
書
即
売
会
で
購
入
し
た
「
彦
根
藩
三
浦
家
文
書
」
の
整
理
を
終
え
た
の
で
、
そ
の
報
告
を
か
ね
て
概
略
を
紹
介
し
た
い
。
木
館
で
購
入
す
る
以
前
の
伝
来
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
説
明
す
る
材
料
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
文
書
中
の
系
図
や
由
緒
書
、
さ
ら
に
は
、
書
状
類
を
調
査
す
る
過
程
で
、
こ
の
文
書
が
、
『
井
伊
直
政
・
直
孝
』
（
昭
和
二
十
六
年
、
中
村
不
能
斎
編
）
お
よ
び
『
彦
根
市
史
』
（
昭
和
三
十
五
年
、
同
市
役
所
編
）
に
一
部
収
録
さ
れ
て
い
る
「
三
浦
義
太
郎
所
蔵
文
書
」
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
詳
し
い
説
明
は
省
略
す
る
が
、
例
え
ば
、
『
井
伊
直
政
・
直
孝
』
に
み
え
る
「
豊
臣
秀
吉
書
」
（
二
六
頁
）
は
、
本
文
書
中
の
由
緒
書
で
い
う
天
勝
書
状
は
、
後
述
の
本
文
書
中
に
紹
介
し
た
④
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
地
澗
査
を
し
て
い
な
い
の
で
、
詳
し
い
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
応
、
本
館
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
的
検
討
か
ら
「
彦
根
藩
三
浦
家
文
書
」
と
し
て
と
り
扱
う
こ
と
に
し
た
。
本
館
収
蔵
時
の
総
点
数
は
一
四
六
点
で
、
巻
子
物
五
巻
、
冊
物
二
冊
、
正
十
八
年
の
小
田
原
城
攻
め
の
時
の
感
状
写
で
あ
り
、
本
館
所
蔵
一
、
は
じ
め
に
古
文
書
ま
た
、
『
彦
根
市
史
』
（
上
巻
三
七
一
頁
）
に
引
用
の
彦
根
城
修
築
に
関
す
る
脱
長
十
二
年
の
本
多
忠
一
枚
物
一
三
六
通
、
図
類
一
―
―
枚
と
い
っ
た
割
合
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
①
三
摘
録
（
四
）
湯柴
浅辻
俊
隆六
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家
系
関
係
一
八
点
、
②
天
正
／
寛
永
期
の
諸
大
名
書
状
な
ど
六
一
点
、
③
寛
永
以
降
の
藩
士
書
状
や
諸
覚
書
頬
五
0
点
‘
④
正
徳
ー
寛
政
期
の
質
地
証
文
一
七
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
末
整
理
の
ま
ま
、
一
括
し
て
葛
籠
（
二
六
、
0
x
四
O
、
O
X
二
三
、
〇
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
外
箱
（
三
七
、
0
x
四
七
、
0
x
三
八、
0
)
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
外
箱
の
蓋
の
哀
書
に
、
当
家
旧
来
之
秘
蔵
書
入
納
之
葛
籠
、
星
霜
を
経
て
破
損
せ
し
に
よ
り
、
書
類
之
破
散
せ
ん
事
を
歎
き
て
、
外
箱
を
新
調
し
、
永
久
子
孫
に
相
伝
し
て
、
今
秘
蔵
之
、
此
吉
類
無
故
し
て
、
猥
に
不
可
許
他
見
事
、
安
久
十
代
H三簡
安
忠
（
花
押
）
文
久
元
酉
年
初
秋
一
定
の
理
由
で
、
多
数
あ
る
文
書
の
一
部
が
、
こ
の
葛
籠
に
収
納
さ
れ
別
似
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
、
別
置
の
理
由
は
、
内
容
的
検
討
か
ら
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
さ
て
、
本
文
書
を
、
あ
え
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
―つ
に
は
、
初
期
徳
川
政
権
の
形
成
期
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
三
河
譜
代
に
属
さ
な
い
永
禄
末
年
i
天
正
初
年
段
階
で
家
臣
化
し
た
層
が
、
そ
の
後
の
幕
藩
体
制
下
で
、
ど
う
い
う
編
成
の
さ
れ
方
を
し
て
い
く
の
か
が
み
ら
れ
る
こ
と
。
二
、
他
の
大
藩
の
場
合
に
も
か
な
り
一
般
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
初
期
に
お
け
る
こ
う
し
た
付
属
衆
と
し
て
の
稲
臣
の
個
別
大
名
へ
の
配
置
の
埜
実
態
と
、
藩
側
で
の
そ
れ
へ
の
対
応
の
し
方
、
こ
の
湯
合
、
譜
代
藩
と
し
て
の
彦
根
藩
内
に
お
け
る
家
臣
団
編
成
上
の
問
題
と
し
て
、
三
浦
氏
の
位
置
づ
け
、
性
格
な
ど
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
、
中
期
以
降
の
家
禄
の
減
少
に
と
も
な
う
衰
退
過
程
と
の
対
比
で
、
そ
の
原
因
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
初
期
で
の
政
治
的
役
割
、
と
く
に
近
隣
諸
大
名
と
の
外
交
展
開
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
を
、
彦
根
藩
政
確
立
期
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
み
て
い
か
お
お
ま
か
に
い
っ
て
、
以
上
三
点
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
こ
の
文
書
は
あ
る
程
度
応
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
文
書
は
、
「三
浦
家
文
書
」
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
し
か
な
く
、
そ
の
全
体
的
な
位
置
づ
け
は
困
難
で
あ
る
。
の
初
期
藩
政
史
料
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
で
、
わ
ず
か
に
確
認
さ
れ
て
い
る
「
井
伊
家
中
分
限
帳
」
（
岩
瀬
文
血
所
蔵
）
や
「
井
伊
侍
中
由
緒
書
」
（
京
都
大
学
所
蔵
）
な
ど
も
、
遠
方
の
た
め
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
古
文
害
摘
録
（
四
）
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
あ
り
、
す
で
に
、
文
久
元
年
（
天
空
）
以
前
に
、
か
つ
ま
た
、
彦
根
藩
さ
ら
に
、
こ
の
三
浦
家
に
相
当
す
る
よ
う
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山
女
相
髯
ー
安
知
閤
な
各
藩
で
の
家
臣
層
の
分
析
や
紹
介
の
例
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
な
の
で
、
お
の
ず
と
限
界
の
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
三
浦
家
の
系
図
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
「
三
浦
家
系
図
」
抜
幸
、
算
用
数
字
は
彦
根
藩
三
浦
十
左
衛
門
家
歴
代
当
主
）
義
同
ー
義
安
1
安
時
義
勝
芦
霜
碩
畔
上
女
成
野
芦
ー
如
久
配
｝
ー
安
清
五
兵
ー
安
通
呵
＿如
晶
翡
rm後
改
1
知
轟
之
如
晴
琴
1
1
知
嘉
聾
悶
ー
上
女
次
靡
繹
彗
—
政
重
靡
悶
彦
根
藩
三
浦
家
は
相
模
三
浦
一
族
の
一
流
で
、
義
同
（
道
寸
）
か
ら
三
代
目
の
十
左
衛
門
安
久
が
そ
の
祖
で
あ
る
。
三
浦
介
義
同
は
永
正
十
五
年
に
三
浦
半
島
の
新
井
城
に
お
い
て
北
条
早
雲
と
戦
っ
て
敗
死
し
、
三
浦
一
族
は
四
散
し
た
。
義
同
の
庶
子
義
安
は
、
そ
の
後
、
今
川
義
元
に
仕
官
し
、
子
安
時
と
と
も
に
桶
狭
間
で
討
死
し
た
。
安
時
の
子
が
安
久
で
、
＇
こ
の
十
左
衛
門
安
久
に
関
し
て
は
三
節
所
収
②
の
「
三
浦
氏
先
祖
書
控
」
（
三
浦
家
三
代
の
安
重
が
元
禄
四
年
三
月
二
十
一
日
に
藩
へ
提
出
し
た
忠
上
の
写
し
）
に
詳
し
い
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
述
べ
る
。
今
川
氏
真
旗
下
時
代
の
安
久
に
関
し
て
は
「
氏
真
ふ
領
地
之
証
文
三
通
」
を
給
う
と
あ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
永
禄
十
二
年
徳
川
家
康
は
、
今
川
氏
真
を
小
田
原
に
追
っ
て
、
大
井
川
以
西
の
遠
江
一
円
を
支
配
下
に
お
い
た
が
、
こ
の
時
、
三
浦
安
久
は
「
永
禄
十
二
年
…
…
奉
属
家
康
公
」
と
、
家
康
臣
下
に
入
っ
た
。
そ
し
て
「
甲
州
於
新
府
、
権
現
様
与
氏
直
と
御
対
陣
：
・
・・
酒
井
左
衛
門
尉
様
i
被
下
候
御
状
」
と
、
天
正
十
年
ま
で
二
、
彦
根
藩
三
浦
家
に
つ
い
て
-52-
命
を
か
う
ぶ
り
：
；
•
•
四
万
石
を
領
し
一
隊
の
将
と
な
り
、
兵
部
少
輔
と
称
す
。
（
傍
点
紙
者
）
安
久
は
こ
の
後
、
「
直
政
様
江
御
附
被
為
遊
候
、
直
政
様
御
代
御
知
行
五
百
石
被
下
置
候
」
と
、
井
伊
直
政
旗
下
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
年
時
は
史
料
的
に
確
定
は
で
き
な
い
が
、
井
伊
直
政
が
大
名
と
し
て
の
形
態
を
整
え
た
と
さ
れ
る
天
正
十
年
の
動
向
を
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
に
よ
っ
て
み
る
と
、
十
月
か
つ
て
甲
斐
国
に
御
出
馬
あ
り
て
、
北
条
氏
直
利
な
き
に
よ
り
、
つ
ゐ
和
議
を
こ
ひ
・
：
・
・
・
直
政
御
つ
か
ひ
を
う
け
た
ま
は
り
て
、
か
の
陣
、
、
、
‘
`
‘
に
お
も
む
き
：
…
仰
を
つ
た
へ
、
か
つ
氏
直
が
も
と
へ
姫
君
の
事
を
契
約
す
（
家
康
女
瞥
姫
）
。
と
き
に
其
賞
と
し
て
今
川
先
方
の
士
を
よ
び
三
河
国
挙
母
高
稲
の
士
を
属
せ
ら
る
。
こ
の
と
し
近
侍
の
士
木
俣
清
三
郎
守
勝
・
西
郷
藤
左
衛
門
正
友
・
椋
原
次
右
衛
門
政
直
一
―
一
人
を
…
…
付
属
せ
ら
れ
、
ま
た
武
田
家
の
・
・
・
・
・
・士
七
十
四
人
、
関
東
の
処
士
四
十
三
人
都
て
百
十
七
人
を
属
せ
ら
れ
、
そ
の
兵
器
み
な
赤
色
を
用
ふ
べ
き
む
ね
鉤
と
あ
る
。
さ
ら
に
本
文
書
所
収
の
安
久
関
係
の
記
録
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
駿
河
十
人
衆
」
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
三
浦
十
左
衛
門
も
含
ま
れ
て
い
る
（
文
痙
5
の
2
)
。
こ
の
「
駿
河
十
人
衆
」
が
「
今
川
先
方
の
士
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
出
の
「
三
浦
氏
先
祖
書
控
」
の
記
述
は
、
甲
州
新
府
参
陣
の
後
に
「
直
政
様
江
御
付
被
為
遊
」
と
井
伊
直
政
旗
下
へ
編
入
さ
れ
た
記
述
が
つ
づ
き
、
さ
ら
に
「
以
後
御
陣
場
之
御
供
一
度
も
間
を
不
欠
相
勤
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
―
つ
書
の
形
式
で
小
田
原
か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
が
「
御
三
代
様
江
御
奉
公
之
品
証
拠
之
御
墨
付
有
之
分
」
と
し
て
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
浦
安
久
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
井
伊
直
政
の
家
臣
団
へ
綱
入
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
安
久
は
、
そ
の
参
陣
し
た
数
多
く
の
合
戦
の
な
か
で
、
甲
州
新
府
・
小
田
原
・
高
麗
（
文
禄
の
役
）
•
関
ヶ
原
・
大
坂
の
各
陣
で
感
状
を
受
け
た
。
も
っ
と
も
、
徳
川
家
康
領
下
時
代
は
、
史
料
が
少
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
井
伊
家
臣
団
時
代
に
お
け
る
戦
陣
で
の
部
署
は
、
大
坂
の
陣
で
初
め
て
「
御
足
軽
四
十
人
組
召
連
」
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
「
所
ミ
御
陣
之
御
供
毎
度
相
勤
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
り
、
大
坂
の
陣
で
足
軽
大
将
に
昇
進
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
安
久
が
感
状
を
受
け
た
各
合
戦
で
の
動
向
は
、
前
出
の
「
三
浦
家
先
祖
書
控
」
に
詳
し
い
が
、
小
田
原
の
陣
に
関
し
て
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
「
井
伊
直
政
」
の
項
に
、
古
文
書
摘
録
（
四
）
は
家
康
の
直
属
家
臣
団
に
編
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
関
ヶ
原
の
陣
ま
で
は
井
伊
直
政
の
旗
本
で
あ
-53-
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長
十
六
年
加
増
百
石
” 
ハ
百
石
築
井
に
を
い
て
家
臣
三
浦
十
左
衛
門
安
久
首
二
級
を
う
ち
と
り
し
か
ば
、
四
月
十
九
日
太
閤
よ
り
直
政
に
感
状
を
あ
た
へ
ら
る。
．．
．．
 （
六
月
二
十
二
日
の
合
戦
で
）
又
三
浦
十
左
衛
門
安
久
が
功
を
賞
し
、
内
書
を
直
政
に
を
く
ら
る
。
と
あ
り
、
こ
の
四
月
十
九
日
の
感
状
は
中
村
不
能
斎
編
『
井
伊
直
政
•
直
孝
』
に
「
三
浦
義
太
郎
所
蔵
文
書
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
付
井
よ
り
敵
出
候
処
、
追
足
軽
、
首
二
討
捕
之
到
来
、
尤
之
働
候
、
弥
方
々
無
油
断
義
肝
要
候
、
猶
浅
野
弾
正
少
弼
可
申
候
也、
井
伊
侍
従
と
の
ヘ
高
麗
の
陣
で
は
、
江
戸
城
普
請
中
の
井
伊
直
政
の
使
者
と
し
て
、
安
久
は
高
麗
へ
赴
き
軍
功
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
「
関
所
之
御
切
手
」
が
、
や
は
り
中
村
の
前
掲
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
御
使
者
相
勤
候
後
相
働
人
質
召
捕
罷
納
候
＿一
付
、
直
政
様
御
感
―
l
被
為
召
候
：
…
．
召
捕
申
者
末
孫
只
今
i
-
罷
在
候
」
と
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
今
後
検
討
を
要
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。
関
ヶ
原
の
陣
で
は
、
安
久
の
軍
功
と
と
も
に
本
多
中
務
大
輔
忠
勝
と
の
交
渉
が
述
べ
て
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
安
久
が
本
多
忠
勝
と
関
ヶ
原
以
前
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
、
安
久
は
井
伊
家
臣
の
枠
を
越
え
て
、
諸
大
名
と
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
の
指
摘
に
と
ど
め
、
詳
し
く
大
坂
の
陣
に
関
し
て
は
、
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
数
存
在
す
る
の
で
、
井
伊
直
孝
に
従
っ
て
戦
功
を
た
て
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
次
に
、
三
浦
安
久
の
禄
高
・
役
戦
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
禄
高
は
徳
川
家
康
紐
下
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
井
伊
家
家
臣
と
し
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
天
正
十
年
（
力
）
新
知
五
百
石
あ
る
。
は
後
述
し
た
い
。
卯
月
十
九
日
朱
印
お
く
。
合
五
百
石
「
三
浦
家
先
祖
書
控
」
以
外
の
具
体
的
史
料
に
乏
し
い
が
、
次
節
に
紹
介
し
た
諸
大
名
の
書
状
中
に
、
こ
の
時
期
に
属
す
る
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古
文
It]
摘
録
（
四
）
懇
―
―
難
有
上
意
二
而
．．． 
」
と
あ
る
よ
う
に
、
個
別
藩
の
一
藩
士
と
し
て
は
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
幕
藩
制
社
会
成
立
期
の
軍
事
的
緊
張
関
係
の
存
在
と
、
個
別
藩
制
確
立
期
以
前
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
寛
永
十
四
年
安
久
の
病
没
後
、
跡
職
千
五
百
石
の
う
ち
、
九
百
石
分
が
安
消
•
安
政
に
相
続
さ
れ
て
、
安
清
は知
行
七
百
石
、
安
政
は
五
百
石
と
な
っ
た
。
安
清
は
四
十
人
組
御
足
軽
で
あ
っ
た
が
翌
十
五
年
に
死
亡
し
、
そ
の
跡
職
七
百
石
の
う
ち
四
百
石
が
安
通
に
給
付
さ
れ
た
。
安
通
は
寛
永
十
九
年
に
病
死
し
、
枠
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
安
政
が
二
百
石
分
を
相
続
し
四
十
人
組
御
足
軽
を
継
ぎ
、
彦
根
藩
一
二
浦
家
二
代
目
と
な
り
、
十
左
衛
門
を
称
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
安
政
は
藩
主
参
勤
交
代
時
の
苦
固
、
御
広
間
御
取
次
役
、
正
月
御
殿
御
笞
固
役
井
御
馳
走
奉
行
を
歴
任
し
て
、
寛
文
一
―
一
年
に
病
死
し
た
。
三
代
目
の
安
重
は
寛
永
十
二
年
御
中
小
姓
に
召
寄
せ
ら
れ
、
正
保
元
年
に
新
知
二
百
石
を
給
付
さ
れ
て
い
た
。
二
代
安
政
の
没
後
、
そ
の
跡
職
七
百
石
の
う
ち
五
百
石
を
給
付
さ
れ
、
都
合
七
百
石
で
三
十
人
組
御
足
軽
と
し
て
御
殿
御
普
固
役
を
勤
め
、
貞
享
七
年
か
ら
六
年
間
宗
門
改
役
を
兼
任
し
た
。
こ
の
安
重
が
家
督
相
続
し
た
際
、
弟
の
政
重
に
二
百
石
給
付
さ
れ
、
ま
た
安
重
の
代
に
も
、
弟
の
安
次
が
安
重
の
家
禄
を
二
百
石
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
と
あ
り
ま
た
家
康
が
彦
根
城
へ
来
城
し
た
時、
で
あ
る
が
、
井
伊
家
の
加
封
と
の
関
連
性
を
明
確
に
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
惣
領
安
清
・
ニ
男
安
政
が
大
坂
の
陣
以
降
の
あ
る
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
百
石
、
二
百
石
を
給
与
さ
れ
て
い
る
。
役
職
に
つ
い
て
は
、
合
戦
時
の
も
の
は
先
述
し
た
の
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
述
べ
る
。
疫
長
九
年
頃
の
彦
根
城
構
築
期
に
、
安
久
は
町
割
奉
行
を
勤
め
た
（
『
彦
根
市
史
』
上
巻
三
七
五
頁
）
。
ま
た
前
出
の
「三
浦
家
先
祖
書
控
」
に
よ
る
と
、
寃
永
四
年
以
降
に
は
「
御
旗
奉
行
被
仰
付
」
て
、
「御
陣
御
先
手
仕
御
吉
例
ー
—
候
間
、
正
月
御
礼
日
御
殿
御
芭
固
可
仕
旨
被
仰
出
相
勤
」
め
た。
事
的
緊
張
関
係
が
存
在
し
て
お
り
、
安
久
は
徳
川
方
先
鋒
を
勤
め
る
井
伊
家
臣
の
番
方
の
最
重
要
役
職
の
―
つ
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
安
久
の
井
伊
家
臣
団
内
部
に
お
け
る
地
位
は
、
次
節
で
述
べ
る
諸
大
名
と
の
交
渉
範
囲
や
、
ま
た
政
治
的
諸
行
動
か
ら
も
裏
づ
け
さ
れ
よ
う
。
「
三
浦
家
先
祖
書
控
」
に
は
、
脚
長
七
年
井
伊
直
政
が
死
亡
し
た
時
、
江
戸
へ
使
者
と
し
て
赴
き
、
「
権
現
様
御
前
江
被
召
出
：
…
．
御
前
二
時
斗
罷
在
」
上
意
—
—
而、
御
駕
之
御
側
江
伺
公
仕
、
御
「廿
間
斗
御
先
ふ
被
為
懸
寛
永
四
年
” 
五
百
石
I 
千
五
百
石
元
和
四
年
” 
四
百
石
” 
千
石
御
詞
を
、
近
ク
罷
寄
可
申
由
当
時
は
幕
府
と
外
様
大
名
と
の
軍
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『
彦
根
市
史
』
上
巻
の
「
文
化
十
一
壬
戌
春
直
中
公
依
命
指
上
写
の
別
帳
」
（
五
ご
ニ
ー
五
三
三
頁
）
に
よ
る
と
、
三
浦
十
左
衛
門
（
安
輝
）
は
大
坂
御
留
守
居
で
あ
っ
た
。
『
彦
根
旧
記
集
成
』
六
に
は
、
文
政
十
一
年
の
「
士
組
付
帳
」
と
天
保
元
年
の
「
彦
根
藩
役
人
帳
」
が
あ
る
が
、
三
浦
十
左
衛
門
の
氏
名
は
い
づ
れ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
殊
に
「
彦
根
藩
役
人
帳
」
は
そ
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
老
中
以
下
の
各
藩
士
の
天
保
元
年
に
お
け
る
役
附
を
調
べ
た
も
の
で
、
殆
の
史
料
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。
家
し
た
。
安
重
は
元
禄
四
年
隠
居
し
て
家
督
を
安
時
に
譲
っ
た
。
こ
の
安
重
の
代
に
、
四
代
藩
主
直
興
は
、
元
禄
四
年
に
藩
士
各
家
の
由
緒
書
を
提
出
さ
せ
た
（
『
彦
根
市
史
』
上
巻
四
六
0
頁
）
が
、
こ
の
時
の
控
が
、
こ
れ
ま
で
度
々
引
用
し
て
き
た
「
三
浦
氏
先
祖
書
控
」
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
文
書
所
収
の
「
三
浦
氏
覚
書
」
（
元
禄
四
年
か
ら
三
浦
家
四
代
目
の
安
晴
は
元
禄
四
年
に
五
百
石
を
給
付
さ
れ
た
が
、
実
子
が
い
ず
れ
も
幼
没
し
て
挫
子
を
決
め
る
こ
と
な
く
病
気
に
な
り
、
家
は
断
絶
に
瀕
し
た
。
だ
が
三
浦
家
が
「
親
安
重
善
之
丞
迄
御
代
々
無
恙
御
奉
公
致
候
も
の
」
で
あ
っ
た
た
め
、
杉
原
十
太
夫
利
守
の
二
男
新
蔵
を
養
子
と
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
、
一
二
十
人
扶
持
を
給
付
さ
れ
た
。
ほ
ろ
こ
れ
が
五
代
目
の
安
貞
で
、
享
保
十
四
年
一
二
百
石
を
扶
持
さ
れ
て
、
延
享
二
年
母
衣
に
任
じ
ら
れ
、
江
戸
で
藩
主
側
近
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
下
置
、
種
々
拝
領
物
被
寛
延
＿
―
-
年
に
は
病
気
に
な
り
、
「
直
褪
様
御
心
—
—
被
為
掛
：
…
・
日
々
御尋
被
六
代
目
の
安
相
は
三
百
石
を
給
付
さ
れ
、
や
は
り
藩
主
側
近
と
し
て
勤
め
た
が
、
宝
暦
十
年
に
二
十
ニ
オ
で
病
死
し
た
。
七
代
目
は
、
枠
子
安
知
が
二
オ
で
相
続
し
、
拾
五
人
扶
持
を
給
付
さ
れ
、
安
永
三
年
に
新
知
一
ー
百
石
を
下
し
置
れ
た
。
安
相
は
江
戸
御
使
者
・
御
城
中
御
番
を
勤
め
た
が
、
天
明
四
年
二
十
六
オ
で
病
死
し
た
。
八
代
目
は
、
倅
子
安
輝
が
三
オ
で
十
人
扶
持
と
し
て
相
続
し
、
寛
政
十
年
に
新
知
百
八
拾
石
を
給
付
さ
れ
、
享
和
元
年
に
辻
着
本
文
書
所
収
の
記
録
で
三
浦
家
の
動
向
に
関
す
る
も
の
は
以
上
で
あ
り
、
享
和
以
降
の
動
向
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
以
降
の
経
過
は
、
既
刊
到
役
と
な
っ
た
。
享
和
元
年
ま
で
の
記
載
が
あ
る
）
に
よ
っ
て
述
べ
る
。
仰
付
」
た
が
、
同
年
十
月
江
戸
で
死
亡
し
た
。
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以
上
、
彦
根
藩
三
浦
十
左
衛
門
家
の
近
世
全
般
に
わ
た
る
動
向
を
み
て
き
た
。
初
代
安
久
は
、
塙
藩
制
社
会
成
立
期
の
譜
代
藩
家
臣
団
編
成
に
お
い
て
典
型
的
な
経
過
を
た
ど
り
、
そ
の
軍
功
に
よ
っ
て
彦
根
藩
の
要
職
に
つ
き
、
交
際
範
囲
は
藩
規
模
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
代
安
政
か
ら
四
代
安
晴
に
か
け
て
、
禄
高
は
次
第
に
減
少
し
た
が
、
番
方
と
し
て
藩
内
に
お
け
る
一
定
の
地
位
を
確
保
し
て
い
た
。
四
代
安
晴
は
、
実
子
が
な
く
家
断
絶
の
危
機
に
直
面
し
た
が
、
先
祖
の
功
穎
に
よ
り
存
続
を
許
さ
れ
た
。
こ
こ
で
五
代
安
貞
以
降
の
三
浦
家
は
、
家
格
は
武
役
席
の
番
方
か
ら
、
と
し
て
、
藩
主
側
近
の
役
方
に
質
的
変
容
を
遂
げ
た
。
六
代
安
相
・
七
代
安
知
は
い
づ
れ
も
若
年
で
死
亡
し
た
が
、
三
浦
家
は
禄
高
二
百
石
前
後
で
存
続
し
た
。
こ
の
十
八
世
紀
後
半
は
、
三
浦
家
の
衰
退
期
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
持
ち
こ
た
え
て
、
藩
内
に
お
け
る
役
方
吏
僚
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
十
九
世
紀
半
ば
に
入
り
封
建
的
危
機
が
激
化
す
る
な
か
で
、
九
代
安
紺
は
井
伊
直
弼
側
近
の
吏
僚
と
し
て
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。
こ
れ
が
彦
根
藩
に
お
け
る
三
浦
家
の
確
認
で
き
る
主
な
動
向
で
あ
る
。
い
る
。
ん
ど
の
藩
士
が
登
場
し
て
い
る
と
あ
る
。
し
か
し
役
附
の
な
か
に
大
坂
御
留
守
居
役
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
も
な
い
。
大
坂
御
留
守
居
役
は
そ
の
機
能
か
ら
し
て
廃
止
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
は
空
席
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
坂
御
留
守
居
役
が
空
席
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
三
浦
安
輝
は
、
他
の
役
附
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
何
ら
か
の
理
由
で
記
録
の
脱
淵
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
安
輝
は
在
職
年
数
か
ら
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
安
輝
は
天
保
元
年
当
時
既
に
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
枠
子
安
盾
は
幼
少
の
た
め
、
無
役
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
三
浦
家
の
九
代
目
は
安
肘
で
あ
り
、
禄
高
は
ニ―
10石
で
あ
っ
た
。
『
大
日
本
維
新
史
料
』
（
「
井
伊
家
史
料
」
一
1
四
）
に
よ
れ
ば
、
元
方
勘
定
奉
行
・
目
付
（在藩
）
・
側
役
（
在
湘
）
を
歴
任
し
、
井
伊
直
弼
の
腹
臣
と
し
て
行
動
し
た
。
安
紺
は
安
政
三
年
六
月
十
九
日
に
病
死
し
た
が
、
そ
の
直
前
の
五
月
二
十
二
（
安
庸
）
日
に
、
井
伊
直
弼
が
藩
士
元
持
喜
一
―
一
郎
に
宛
て
た
書
状
に
「
十
左
衛
門
も
又
々
病
気
二
而
登
り
、
孫
右
衛
門
―
ー
も
案
外
之
事
―
―
而
同
様
暇
遣
し
、
内
外
大
-
l
不
便
成
事
-
—候
、
夫
ハ
と
も
あ
れ
両
人
と
も
快
気
致
候
得
t
宜
候
か
、
行
々
ノ
処
如
何
と
案
事
居
候
」
（
同
祖
四
巻
四
―
四
頁
）
と
あ
る
。
三
浦
家
十
代
目
は
弥
三
で
あ
る
。
古
文
也
摘
録
（
四
）
弥
三
は
明
治
元
年
の
「
彦
根
藩
職
員
録
」（『彦
根
藩
旧
記
集
成
』
六
）
に
よ
る
と
、
か
ら
、
藩
主
側
近
と
し
て
の
安
紺
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
軍
事
局
の
前
備
兵
小
隊
長
と
な
っ
て
一
段
下
落
し
た
平
士
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岐（
若
神
子
）
（
北
条
）
（
徳
川
家
版
）
（
天
正
一
O
)
一
、
甲
州
於
新
府
、
氏
直
と
御
所
様
御
対
陣
之
時
‘
八
月
廿
二
日
（
包
紙
ウ
ワ
書
）
「祖
父
十
左
衛
門
安
久
、
鈴
木
石
見
殿
へ
進
候
状
留
、
安
久
手
跡
也
」
①
三
浦
安
久
覚
書
案
（
整
理
番
号
2
、
一
六
X
九
九
g
)
が
え
を
意
味
し
、
（
）
は
す
べ
て
編
者
の
補
注
で
あ
る
。
次
に
総
点
―
四
六
の
中
よ
り
、
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
一
九
点
選
ん
で
、
若
干
の
解
説
を
加
え
な
が
ら
、
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。
活
字
化
に
際
し
て
は
、
お
お
む
ね
原
本
の
体
裁
に
従
う
よ
う
に
配
応
し
た
。
一
部
難
読
の
個
所
は
口
口
で
示
し
後
考
を
ま
つ
こ
と
に
し
た
。
文
中
の
」
は
、
行
で
き
な
か
っ
た
。
、
本
文
抄
出
と
補
注
最
後
に
、
彦
根
藩
に
お
け
る
他
の
三
簡
家
一
族
の
動
向
を
附
記
し
て
お
く
。
三
浦
十
左
衛
門
家
の
支
流
と
し
て
は
、
「
三
冊
家
系
図
」
に
あ
る
よ
う
に
、
三
浦
五
郎
右
衛
門
家
・
三
浦
弥
三
右
衛
門
家
・
三
猜
権
右
衛
門
家
が
あ
る
。
康
様
両
通
同
前
之
御
朱
印
ご
候
、
我
等
苦
労
仕
候
故
と
被
仰
候
ま
た
駿
州
三
浦
一
族
と
し
て
は
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
・
『徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
な
ど
か
ら
、
三
浦
弥
一
郎
家
・
三
浦
与
三
郎
家
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
家
と
、
三
浦
十
左
衛
門
家
と
の
関
連
は
、
確
か
め
る
こ
と
が
ぷ
我
等
方
へ
御
捻
之
御
状
被
下
、
よ
今
持
申
候
事
、
（
天
正
一
八
）
（
津
久
井
）
一
、
小
田
原
へ
御
陣
之
時
、
つ
く
い
ロ
ニ
而
我
等
人
を
討
申
候
へ
（豊
臣
秀
吉
）
ハ
、
其
首
―
―
太
閤
様
へ
御
上
ヶ
、
則
太
閤
様
ふ
首
之
御
朱
印
家
（
朝
比
奈
）
康
様
へ
御
出
候
、
其
ぷ
泰
安
様
へ
被
遣
候
、
就
其
太
闇
様
・
家
（
忠
次
）
之
か
ま
り
の
時
、
我
等
人
を
討
申
候
、
就
其
酒
井
左
衛
門
尉
殿
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（
四
）
九
月
十
二
且
一
、
小
田
原
御
陣
ーーも
我
等
走
廻
盆
只
様
よ
く
御
存
被
成
候
事
、
（
天
正
―
二
）
（
長
久
手
）
一
、
申
之
年
四
月
九
日
l
―
尾
州
な
か
く
て
二
而
も
我
浄
走
廻
、
貨
（
緊
江
）
一
、
同
六
月
十
七
日
―
ー
か
よ
ゑ
―
―
而
も
我
等
走
廻
、
貴
様
よ
く
御
存
之
事
、
（
淡
長
五
）
（
忠
勝
）
一
、
子
之
年
関
ヶ
原
御
陳
―
―
も
人
を
討
中
時
‘
本
多
中
務
様
と
出
合
、
中
務
様
証
人
―
―
我
等
二
而
候
由
御
申
、
我
等
証
人
―ーハ
中
務
様
二
而
候
、
其
外
走
廻
候
串
‘
（
閻
脱
）
一
、
か
う
ら
い
陳
迄
も
相
勤
申
候
、
泰
安
様
御
一
代
一
度
も
間
を
か
4
さ
す
走
廻
申
候
、
首
数
盆
真
様
よ
く
御
存
被
成
候
、
掃
部
（
井
伊
原
孝
）
頭
尋
被
申
候
ハ
4
、
御
申
上
可
被
下
候
由
、
過
分
至
極
奉
存
候
、
―
―
御
座
候
故
、
別
紙
—＿
如
此
御
座
候
、
御
次
而
も
低
ハ
4
奉
頼
似
、
以
上
、
（
安
久
）
二
祁
十
左
衛
門
年
寄
不
入
事
二
候
へ
共
、
其
元
ふ
被
仰
下
‘
其
上
貴
様
能
御
存
様
淵
底
御
存
之
事
、
． h
 
,
i 而
、
右
之
御
朱
印
泰
安
様
ふ
我
等
l
―
被
下
候
而
‘
よ
今
持
申
候
直
政
様
御
代
御
知
行
五
百
石
被
下
脳
、
脳
長
十
六
亥
年
百
石
御
加
後
直
政
様
に
御
付
被
為
遊
候
、
様
―
―
御
太
慶
―
―
被
思
召
候
、
と
御
対
帥
‘
（
忠
次
）
衛
門
尉
様
¢
被
下
候
御
状
只
今
能
仕
合
之
働
共
御
一
身
之
（
井
伊
）
権
現
様
に
直
政
様
と
左
衛
門
尉
様
（
安
久
）
一
、
私
祖
父
三
油
十
左
衛
門
儀
、
生
国
駿
州
今
川
家
二
代
ミ
奉
公
（
今
川
）
（
注
1
)
仕
罷
有
、
則
氏
良
ふ
領
地
之
証
文
三
通
所
持
仕
候
、
氏
真
没
落
（
徳
川
家
版
）
（
北
条
）
後
、
樅
現
様
御
頷
下
二
罷
有
、
甲
州
於
新
府
、
杯
視
様
と
氏
直
（
天
~
1
0
)
八
月
廿
二
日
か
ま
り
之
時
走
廻
仕
二
付
‘
酒
井
左
②
 
注
年
未
詳
で
あ
る
が
、
井
伊
直
孝
が
掃
部
頭
を
称
し
た
疫
長
十
五
年
か
ら
、
鈴
木
石
見
守
が
、
直
継
に
従
っ
て
上
州
安
中
に
下
っ
た
脱
長
二
0
年
の
間
と
推
定
で
き
る
。
三
浦
十
左
衛
門
安
久
が
、
家
老
鈴
木
石
見
守
に
、
過
去
の
勲
功
の
証
言
を
依
頼
し
た
も
の
。
三
浦
氏
先
祖
書
控
（同
6
、
二九
・七
x-
＝二
0
・0
)
不
大
形
成
、
末
ミ
迄
之
御
取
成
被
仰
上
候
間
、
恐
悦
可
仕
旨
御
(
2
)
 
文
言
―
―
而
酒
井
左
衛
門
尉
様
汐
被
下
候
御
懇
冑
所
持
仕
候
、
其
（
重
好
）
鈴
木
石
見
守
殿費
報
（
マ
マ
）
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野
弾
正
様
•
早
川
主
馬
様
ぷ
関
所
之
御
切
手
被
逍
、
請
取
参
着
（
殴
長
五
）
増
、
合
六
百
石
被
↑
置
、
関
ヶ
原
御
陣
後
、
御
足
軽
被
仰
付
候
、
と
御
請
申
上
候
、
（
日
向
）
一
、
小
田
原
入
リ
時
す
4
か
き
の
小
屋
ひ
な
た
の
薬
師
之
か
こ
い
、
直
政
様
に
被
仰
渡
、
ニ
被
仰
付
候
、
則
岡
部
弥
右
衛
門
・
祖
父
十
左
衛
門
（
長
政
）
就
夫
浅
野
弾
正
様
ガ
右
両
人
名
書
二
而
被
遣
候
(
3
)
 
御
書
付
所
持
仕
申
候
、
（
天
正
一
八
）
（
津
久
井
）
（
豊
臣
秀
吉
）
一
、
小
田
原
御
陣
之
時
、
つ
く
い
ロ
ニ
而
走
廻
―
―
付
、
太
閤
様
ふ
直
政
様
に
可
被
遣
御
朱
印
を
、
権
現
様
に
被
逍
、
権
現
様
ふ
直
政
様
に
被
遣
候
処
、
右
御
両
通
同
事
之
御
感
状
二
而
候
、
其
方
苦
労
致
候
―
l
付
御
出
シ
被
成
候
間
、
其
方
—
i
と
ら
せ
候
由
、
御
意
二
而
直
政
様
御
直
―
―
右
之
御
感
状、
祖
父
十
左
衛
門
ー
—
被
下
(
4
)
ヒ
（
井
伊
直
興
）
置
候
、
則
天
和
四
子
之
年
御
改
―
―
付
、
当
殿
様
に
指
上
、
翌
年
此
方
へ
被
下
置
所
持
仕
候
、
（
文
禄
元
）
一
、
高
麗
御
陣
之
時
、
直
政
様
¢
御
使
者
1
一
高
麗
に
罷
越
、
則
浅
欠
相
勤
、
権
現
様
御
眼
前
二
而
も
数
度
走
廻
、
御
直
之
上
意
度
御
奉
公
之
品
被
召
出
候
、
以
後
御
陣
場
之
御
供
一
度
も
間
を
不
仰
付
罷
下
申
候
処
、
権
現
様
御
前
に
被
召
出
、
直
政
様
御
病
中
―
―
被
為
思
召
候
、
右
弾
正
様
・
主
馬
様
御
切
手
所
持
仕
、
召
捕
申
者
末
孫
只
今
l
―
罷
在
候、
（
疫
長
五
）
（
忠
勝
）
一
、
関
ヶ
原
御
陣
ー
一
本
多
中
務
様
御
自
身
御
高
名
之
節
、
祖
父
十
一
段
左
衛
門
も
御
同
事
―
―
付
‘
其
方
手
前
見
事
成
儀
、
御
証
人
一
＿
御
立
可
被
下
由
被
仰
、
其
時
中
務
様
馬
御
乗
放
御
一
騎
—
—
被
為
成
申
i
＿
付
、
十
左
衛
門
馬
を
奉
為
召
候
、
其
故
後
ミ
迄
御
懇
二
而
(
6
)
 
関
ヶ
原
之
品
御
文
言
之
御
状
、
其
後
数
通
之
御
懇
書
所
持
仕
候
、
（
井
伊
）
（
痰
長
七
）
（
井
伊
）
直
政
様
御
逝
去
被
為
遊
候
ー
＿
付
、
直
勝
様
ふ
江
戸
へ
御
使
者
—
—
被
之
御
様
子
井
直
勝
様
御
儀
御
家
中
迄
具
―
―
御
尋
、
其
後
方
ミ
御
陣
之
事
共
被
仰
出
、
御
前
ニ
一
時
斗
罷
有
、
難
有
上
意
二
而
時
（
成
一
）
（
利
勝
）
服
頂
戴
仕
候
、
就
夫
青
山
七
右
衛
門
尉
様
•
土
井
甚
三
郎
様
・
（
園
之
）
戸
田
十
郎
右
衛
門
様
ふ
御
前
に
被
召
出、
其
元
之
様
子
具
――
被
聞
召
、
直
—
—
被
仰
付
候
間
、
委
曲
十
左
口
上
1
一
可
被
申
由
、
御
爺
好
）
（
守
勝
）
文
言
二
而
鈴
木
石
見
殿
・
木
俣
土
佐
殿
・
西
郷
伊
与
殿
に
右
御
(
7
)
 
三
人
様
ふ
被
遣
候
御
連
状
所
持
仕
候
、
(
5
)
 
御
使
相
勤
候
、
後
相
働
人
質
召
捕
罷
帰
候
―
―
付
、
直
政
様
御
感
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（
四
）
上
申
候
、
右
之
外
、
所
ミ
御
陣
之
御
供
毎
度
相
勤
申
候
得
共
、
右
御
三
代
様
に
御
奉
公
之
品
証
拠
之
御
墨
付
有
之
分
斗
書
付
指
（
災
長
十
九
・
元
和
元
）
直
孝
様
御
代
大
坂
両
御
陣
―
―
御
足
軽
四
十
人
組
召
連
御
先
鉄
砲
被
仰
付
相
勤
、
其
時
堀
底
に
若
者
共
飛
入
犬
死
致
候
間
、
早
と
御
人
数
上
ヶ
申
様
-
l
と
岡
本
半
介
・
祖
父
十
左
衛
門
―
―
被
仰
付
‘
御
直
二
御
躍
被
下
、
首
尾
能
御
人
数
上
ヶ
申
候
、
右
之
御
磨
直
政
様
¢
御
伝
リ
御
吉
例
之
御
磨
之
由
奉
承
申
二
付
、
先
年
当
殿
様
仕
候
、
に
指
上
申
候
、
跡
職
七
百
石
内
右
両
人
二
被
下
置
候
、
寛
永
十
五
寅
年
迄
、
魚
兵
衛
相
勤
病
死
二
百
石
御
加
増
合
五
百
石
七
百
石
都
合
右
魚
兵
衛
私
父
（
安
政
）
右
権
右
衛
門
跡
職
千
五
百
石
内
置
候
、
寛
永
十
四
丑
年
迄
、
祖
父
十
左
衛
門
尉
相
勤
病
死
仕
候、
右
両
人
之
悴
子
大
坂
両
御
陣
御
供
仕
以
後
、
件
之
御
知
行
被
下
候、
同
弐
百
石
陣
之
事
共
被
仰
出
、
御
請
申
上
‘
御
城
迄
御
機
嫌
能
御
供
申
上
新
知
百
石
祖
父
十
左
衛
門
惣
領
三
浦
魚
兵
衛
同
弟
私
父
同
権
右
衛
門
何
も
器
量
能
仕
合
者
之
由
、
難
有
上
意
被
成
下
、
其
後
方
ミ
御
勤
申
候
、
候
ハ
、
吉
川
軍
左
衛
門
と
申
候
而
‘
私
聟
之
由
御
請
申
上
候
、
御
吉
例
―
―
候
間
、
正
月
御
礼
日
御
殿
御
警
固
可
仕
旨
被
仰
出
相
側
に
伺
公
仕
御
懇
二
難
有
上
意
二
而
‘
向
―
―
罷
有
ハ
、
何
者
と
（
三
浦
）
（
同
）
御
尋
、
さ
き
両
人
ハ
魚
兵
衛
・
権
右
衛
門
と
申
枠
子
跡
―
―
罷
有
組
御
足
軽
ハ
直
―
―
惣
領
魚
兵
衛
[
-
被
仰
付
候
、
御
陣
御
先
手
仕
都
合
千
五
百
石
被
下
置
候
、
其
後
御
艤
奉
行
被
仰
付
、
四
十
人
ふ
被
為
掛
御
調
を
、
近
ク
罷
寄
可
申
由
、
上
意
二
而
御
駕
之
御
五
百
石
寛
永
四
卯
年
御
加
増
に
二
悴
子
両
人
吉
川
軍
左
衛
門
召
連
罷
出
候
処
、
廿
間
斗
御
先
四
百
石
冗
和
四
午
年
御
加
増
(
8
)
 
権
現
様
御
当
地
御
城
に
御
入
被
為
遊
候
節
、
乍
恐
御
迎
之
御
目
見
軍
功
之
首
尾
ハ
御
触
―
―
無
御
座
候
故
、
書
記
不
申
候
、
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弐
百
石
御
加
増
（
安
政
）
一
、
私
父
権
右
衛
門
儀
、
右
魚
兵
衛
相
果
申
二
付
而
‘
魚
兵
衛
―
―
御
頚
ヶ
之
四
十
人
組
御
足
軽
、
直
―
御
預
ク
、
右
之
御
加
増
被
（
安
久
）
下
樅
、
十
左
衛
門
二
名
を
改
、
家
屋
舗
迄
、
祖
父
十
左
衛
門
被
召
置
候
屋
舗
―
―
而
候
問
、
魚
兵
衛
惣
領
平
十
郎
と
屈
払
1
リ
申
様
二
と
被
仰
付
、
都
合
御
知
行
七
百
石
被
下
償
候
、
直
孝
様
御
代
、
私
父
三
柿
十
左
衛
門
、
大
坂
両
御
帥
御
供
相
勤
、
其
後
江
戸
御
供
番
度
ミ
相
勤
御
広
間
御
取
次
役
被
仰
付
相
勤
申
内
＿
一
、
耳
不
自
由
―
―
罷
成
、
御
訴
訟
中
上
罷
ヒ
、
正
月
御
殿
御
右
両
人
―
―
被
下
縦
候
、
弐
百
石
五
百
石
跡
戦
七
百
石
内
惣
領
三
荊
善
之
丞
弟
同
権
右
衛
門
（
付
箋）
「
政
重
豆
翌
峨
」
直
澄
様
御
代
、
寛
文
三
卯
年
迄
相
勤
病
死
仕
候
、
警
固
役
H
御
馳
走
奉
行
被
仰
付
窃
水
十
九
午
年
病
死
仕
怜
子
無
御
座
候
私
父右
権
右
衛
門
四
百
石
魚
兵
衛
惣
領
三
油
平
十
郎
汗
(
1
)
本
文
也
中
に
そ
の
具
体
的
徴
証
な
し
、
(
2
)
所
伝
な
し
、
(
3
)
同
書
も
所
伝
な
し
、
(
4
)
原
本
は
所
伝
な
き
も
、
そ
の
写
は
、
『
井
伊
直
政
•
直
孝
』
二
六
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
5
)原
本
は
所
伝
な
き
も
、
そ
の
写
が
同
田
一
―
1
0
ペ
ー
ジ
に
収
録
、
(
6
)
本
多
忠
勝
の
害
状
四
通
現
存
、
(
7
)
原
本
は
所
伝
な
き
も
、
そ
の
写
は
、
『
井
伊
直
政
・
直
孝
』
五
七
ペ
ー
ジ
に
収
録
あ
り
、
(
8
)
炭
長
十
年
九
月
な
い
し
十
一
年
四
月
の
こ
と
か
。
右
、
公
儀
に
申I
ヒ
ヶ
申
招
一
冊
茄
之
丞
安
重
（
マ
マ
寄
、
其
後
度
ミ
相
勤
、
当
御
代
右
御
警
固
役
被
仰
付
、
＇
只
享
七
丑
年
ふ
御
当
地
町
宗
門
御
相
続
仕
申
候
、
以
上
、
正
保
元
中
年
新
知
弐
百
石
被
下
懺
候
、
元
禄
四
未
年
三
月
廿
一
日
改
役
被
仰
付
‘
去
ル
午
年
迄
六
ヶ
年
相
勤
申
候
、
私
代
ミ
実
子
替
固
役
被
仰
付
相
勤
申
候
、
直
澄
様
御
代
、
寛
文
七
未
年
三
十
人
組
御
足
軽
被
仰
付
、
御
殿
御
直
孝
様
御
代
、
私
低
、
寛
永
十
二
亥
年
御
中
小
姓
―
―
江
戸
に
被
召
- 62-
古
文
書
摘
録
（
四
）
間
、
一
魯
を
」
以
申
入
候
、
恐
ミ
謹
言
（天正
十）
八
月
廿
ニ
Fl
泰
重
（
花
押
）
注
『
窃
政
重
修
諸
家
諾
』
（
以
下
『
党餅』
と
略
称
‘紐
群
柑
類
従
完
成
会
版
に
よ
る
）
第
十
二
巻
に
よ
る
と
、
泰
重
は
青
山
忠
俊
の
三
男
で
、
紀
伊
家
の
臣
朝
比
奈
惣
左
衛
門
泰
勝
が
祝
子
と
な
る
と
み
ゆ
。
本
古
は
、
天
二
莉
十
左
衛
門
殿御
報
令
申
候
、
」
恐
ミ
謹
言
（
痰
長
十
二
）
三
月
七
日
本
多
中
務
忠
勝
（
黒
印
）
申
候
間
、
可
被
心
安
由
」
可
申
ご
候
‘
可
有
御
心
安
候
、
御
休
足
（涸
井
忠
勝
）
（
井
伊
直
政
）
只
今
御
高
名
付
而
‘
左
衛
門
尉
•
井
兵
も
御
前
―
-
」
御
座
候
所
ニ
（
徳
川
家
懇
而
‘
殿
様
へ
不
大
形
成
御
取
合
」
申
候
由
候
、
末
ミ
迄
之
御
取
成
之
由
」
候
状
御
札
尤
候
、
返
ミ
能
仕
合
之
」
御
高
名
共
、
我
等
一
（酒井忠次）
身
之
様
―
―
大
慶
此
事
候
」
能
ミ
可
申
入
之
由
、
左
衛
門
尉
被
申
候
も
不
申
、
無
」
沙
汰
申
候
、
其
元
」
御
普
請
無
御
由
断
」
之
由
御
少
A
、
御
光
」
苫
労
共
候
、
」
い
つ
れ
御
手
透
之
」
峙
分
、
候
、
此
方
御
用
等
を
司
承
候
、」
何
様
従
是
可
申
」
入
候
間
、
早
ミ
儀
奉
待
給
候
‘
御
懇
志
之
至
別
而
天
ご
存
候
、
其
以
後
者
、
久
」
以
書
状
（
折
封
ウ
ワ
書
）
尚
以
、
殿
様
御
前
叉
者
井
兵
へ
も
念
を
入
御
取
合
申
候
由
候
、
可
被
大
殷
候
、
「
メ
浦
十
左
衛
門
尉
殿
御
宿
所
机
十
左
衛
門
射泰
重
」
③
朝
比
奈
泰
重
書
状
（同
2
の
2
、
二
九
．o
x三
八
立
）
一
桶
送
④
本
多
忠
勝
書
状
（
折
紙
）
（
同
35
の
1
、
三
五
・九
X
五
四・
ニ）
正
十
年
に
徳
川
家
康
と
北
条
氏
直
と
が
甲
州
若
神
子
陣
で
対
陣
し
た
時
の
戦
功
の
確
認
書
で
あ
ろ
う
か
。
尚
ミ
遠
路
思
食
」
寄
珍
敷
物
送
給
」一
入
添
候
、
我
等
事
」
去
年
よ
り
限
病
気
,
1
」
候
て
、
千
今
透
共
無
之
候
」
故
、
兵
部
少
殿
（
井
伊
直
継
）
へ
も
御
見
」
舞
と
も
不
申
候
、
右
之
」
分
二
御
座
候
間
、
め
か
す
ミ
」
判
形
不
被
成
候
間
、
」
印
判
す
へ
申
候
、
可
被
成
御
免
候
、
以
上
、
遠
路
被
入
御
念
」
預
御
状
、
殊
愛
元
」
称
敷
生
成
鮒
鰭
」
- 63-
事
候
、
年
寄
衆
1
1
」
次
子
承
御
無
沙
汰
ハ
」
申
間
敷
候
、
恐
と
謹
も
目
見
斗
之
」
奉
公
よ
て
ハ
兵
部
殿
」
御
目
ー
ー
も
懸
間
敷
と
」
存
者
合
力
御
」
出
し
可
有
も
い
か
4
二
候
、
」
九
年
十
年
之
内
」
―
—
て
刻
も
兵
部
少
殿
」
年
寄
衆
へ
も
不
」
入
牢
人
を
御
抱
候
」
よ
り
御
注
『
彦
根
市
史
』
上
巻
三
七
―
ペ
ー
ジ
所
載
。
彦
根
城
の
第
一
期
築
城
工
事
後
の
付
随
工
事
に
関
す
る
も
の
と
い
う
。
本
多
忠
勝
は
、
股
長
六
年
に
桑
名
城
主
と
な
り
十
五
万
石
を
領
す
。
家
康
の
命
に
よ
っ
て
、
彦
根
城
築
城
の
役
夫
を
勤
め
る
。
猶
以
我
ミ
肝
剪
」
申
候
と
て
、
常
之
」
奉
公
志
み
／
＼
と
も
無
之
、
」
目
見
斗
之
肱
ょ
て
」
御
合
力
御
出
し
候
へ
と
ハ
、
」
自
是
指
図
難
成
候
、」
諾
而
常
奉
公
小
姓
な
と
二
も
」
い
た
さ
れ
、
其
上
ょ
て
ハ
」
我
ミ
も
御
ふ
さ
た
」
申
ま
し
く
候
、
以
上
、
御
状
披
見
申
候
、
」
殊
二
朦
野
踏
皮
」
三
足
送
給
添
」
存
候
、
然
者
二
番
」
め
之
御
息
之
儀
」
被
仰
越
候
、
去
年
」
御
供
こ
能
登
候
」
内
之
子
共
」
と
も
何
方
へ
も
」
参
ら
ぬ
様
―
―
御
心
付
」
候
へ
と
申
（
井
伊
直
勝
）
理
り
候
、
」
乍
去
兵
部
少
殿
」
目
見
斗
被
致
、
」
諾
而
奉
公
無
之
」
衆
⑤
安
藤
直
次
書
状
（
折
紙
）
（
同24の
1
、
三
四
•
六
X
五
一
・
ニ
）
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預
示
殊
鮒
酢
生
成
」
壱
桶
送
給
候
、
遠
路
是
」
迄
被
入
御
心
之
間
百ヽ
⑥
 
注
『
究
譜
』
第
十
七
巻
に
よ
る
と
、
安
藤
匝
次
は
、
炭
長
十
年
に
帯
刀
を
称
し
、
同
十
五
年
に
紀
伊
大
納
言
頼
宜
に
付
属
さ
れ
、
元
和
元
年
の
大
坂
の
陣
で
は
、
井
伊
直
孝
の
備
に
至
り
、
共
に
戦
う
と
あ
る
。
元
和
五
年
か
ら
紀
伊
田
辺
で
三
万
八
千
石
を
領
す
。
本
書
は
、
井
伊
直
勝
が
元
和
元
年
に
、
上
州
安
中
に
移
る
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
安
藤
直
次
書
状
（
折
紙
）
（
同
24
の
2
、
三
五
．
o
x四
九
・
―-
）
尚
以
、
掃
部
様
一
入
御
懇
―
ー
候
而
、
添
」
通
我
ミ
方
へ
仰
給
候
旨
、
次
而
之
」
時
分
委
御
物
語
可
申
候
、
以
上
、
御
懇
意
之
」
至
不
打
置
別
賞
味
恭
」
令
存
候
、
婆
許
弥
別
条
」
無
（
井
伊
匝
孝
）
之
、
掃
部
様
一
段
御
息
災
―
-
」
御
座
候
而
‘
於
我
等
一
入
目
出
度
、
珍
重
ー
ニ
仔
候
、
如
来
意
、
去
」
年
者
、
於
京
都
遂
面
談
、
」
恰
悦
不
古
文
書
摘
録
（
四
）
二
月
廿
日
（
安
久
）
浦
十
左
衛
門
殿御
返
報
安
帯
刀直
次
（
花
押
）
注
『
寛
譜
』
第
二
十
二
巻
に
よ
る
と
、
井
伊
直
孝
が
、
元
和
元
年
に
直
勝
に
代
っ
て
彦
根
藩
主
に
な
る
時
、
一
旦
は
安
藤
直
次
を
介
し
て
そ
れ
を
断
っ
た
と
み
え
る
が
、
そ
の
関
係
に
よ
り
安
藤
氏
と
は
親
交
が
続
い
て
い
た
。
三
浦
安
久
が
、
旗
奉
行
を
仰
付
か
っ
た
の
は
、
「
三
浦
氏
先
祖
書
控
」
（
②
)
に
よ
れ
ば
寛
永
四
年
以
後
と
み
え
て
い
る
。
三
月
七
日
（
安
久
）
二
浦
十
左
衛
門
様御
返
報
候
、
猶
期
後
音
候
、
恐
ミ
」
謹
言
、
安
帯
刀直
次
虚
花
押
）
目
出
度
儀
共
難
申
候
、
次
右
之
」
趣
委
仰
給
、
何
も
令
得
其
」
意
由
、
」
自
何
之
儀
共
其
上
一
段
達
」
者
―
―
御
入
候
而
‘
御
息
災
之
通
」
之
旨
、
」
一
段
之
御
事
共
―
―
候
、
将
亦
今
」
程
能
馬
を
も
御
所
持
候
過
之
候
、
随
掃
n様
」
此
地
被
成
御
下
候
節
、
貴
殿
―
-
」
御
旗
奉
御
満
足
程
令
察
候
、
」
行
被
仰
付
、
足
軽
之
」
儀
者
、
息
男
魚
兵
衛
方
へ
被
」
仰
付
候
段
、
（
安
政
）
二
番
目
之
子
息
権
右
衛
門
方
も
」
ヘ
被
相
尋
候
而
逢
」
申
候
間
、
孫
達
も
三
人
迄
」
当
地
へ
被
召
寄
我
と
所
-65-
十
月
廿
五
日
（
安
久
）
ニ
浦
十
左
衛
門
様御
報
時
候
条
、
不
能
具
候
、
恐
ミ
」
謹
言
、
所
無
御
座
、
」
岡
n内
膳
正
長
盛
（
花
押
）
与
三
右
衛
門
方
迄
之
御
状
、
」
殊
遠
来
之
椛
柑
」
二
籠
送
被
下
別
而
」
恭
存
候
、
例
先
日
者
」
於
其
他
卒
度
懸
御
目
」
御
残
多
存
候
、
将
（
徳
川
秀
忠
）
叉
此
度
」
相
国
様
居
城
へ
御
成
」
被
為
成
、
初
中
後
御
気
」
練
残
拙
者
大
慶
不
過
之
」
奉
存
候
、
尚
ミ
遠
路
」
御
音
信
別
而
添
存
候
、
以
上
、
何
も
期
面
上
之
」
注
『
寛
譜
』
第
十
四
巻
に
よ
る
と
、
岡
部
長
盛
は
天
正
十
六
年
に
内
膳
正
と
な
り
、
同
十
八
年
に
上
総
下
総
で
一
万
二
千
石
、
股
長
十
四
年
に
丹
波
で
二
万
石
加
増
、
亀
山
城
に
入
る
。
元
和
七
年
に
福
知
山
五
万
石
に
転
じ
、
寛
永
元
年
に
大
垣
城
へ
移
り
、
同
九
年
に
六
十
五
オ
で
没
す
。
本
書
は
、
大
坂
の
陣
後
の
元
和
元
I
三
年
の
間
に
、
将
軍
秀
忠
が
彦
根
城
に
滞
留
し
た
折
の
も
の
か
。
⑦
岡
部
長
盛
書
状
（
折
紙
）
（
同27の
1
、
三
四
•
八
x
四
七
•
五
）
よ
て
二
日
迄
―
-
」
居
申
候
故
、
御
た
つ
ね
可
承
候
」
由
被
入
候
、
恐
ミ
謹
言
、
御
念
意
候
、
乍
然
御
」
用
事
候
者
、
可
承
候
、
御
使
」
京
迄
御
た
つ
ね
被
仰
候
間
、
御
念
比
＿
」
候
て
添
御
座
候
儀
、
可
申
候
、
誠
」
遠
路
之
故
態
ミ
示
預
、
過
分
」
存
候
、
何
事
も
面
上
之
趣
」
可
得
貴
切
―
―
可
得
貴
意
候
間
、
」
定
而
其
内
―
―
ハ
貴
様
何
も
也
」
御
噂
可
い
ま
た
一
度
」
な
ら
て
ハ
不
懸
御
目
候
間
、
御
噂
も
」
不
承
候
、
比
―
―
て
御
加
増
」
御
承
之
由
、
是
又
大
度
二
」
存
事
候
、
此
度
者
之
由
、
定
而
」
頓
而
御
番
1
一
あ
た
り
可
申
候
間
、
」
御
越
之
趣
、
面
（
井
伊
直
孝
）
上
―
―
相
積
」
儀
か
た
り
可
申
候
、
先
度
之
御
状
―
-
」
掃
部
殿
御
念
之
事
候
、
御
家
中
衆
」
番
替
―
—
被
仰
付
、
此
度
者
」
御
供
よ
て
無
御
念
入
候
而
示
被
下
候
、殊
鮒
」
鮨
弐
桶
御
念
入
送
給
候
、
」
賞
翫
尚
ミ
ふ
な
の
桶
ま
て
」
御
念
入
候
ハ
ん
と
之
儀
、」
以
上
、
⑧
 
過
分
と
存
候
、
松
倉
重
政
書
状
（
折
紙
）
（
同37の
1
、
三
五
•
七X
五
四
・
一
―
ー
）
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古
文
書
摘
録
（
四
）
通
、
則
」
相
心
得
候
て
可
申
候
、
此
方
別
条
無
之
、
掃
p
殿
」
弥
無
之
候
、
今
度
罷
上
」
之
時
分
、
其
元
へ
参
候
て
」
万
事
申
承
度
珍
重
」
存
候
、
就
中
去
年
」
旗
奉
行
被
仰
付
、
」
足
軽
ハ
御
子
息
平
入
賞
翫
恭
存
候
、
」
将
又
五
郎
右
衛
門
殿
御
」
口
喜
何
共
可
申
様
」
御
状
殊
鮒
之
鮨
一
桶
」
被
懸
御
意
候
、
遠
路
」
御
懇
志
之
段
添
存
候
、
」
別
而
賞
翫
申
候
、
其
」
元
何
事
無
之
、
貴
殿
」
御
息
災
之
由
兵
へ
殿
へ
」
御
預
ヶ
被
成
候
由
、
一
段
之
」
御
仕
合
共
御
満
足
之
」
（
井
伊
直
孝
）
掃
p
殿
と
御
噂
申
候
間
、」
尚
又
御
紙
面
之
程
察
入
候
、
内
ミ
」
存
」
候
つ
れ
共
、
御
番
衆
同
」
道
仕
候
故
、
無
其
儀
候
、
御
残
多
存
候
、
猶
重
而
可
」
申
述
候
条
不
能
具
候
、
」
恐
ミ
謹
言
、
⑩
阿
部
正
次
書
状
（
折
紙
）
（
同23の
3
、
三
五
•
八
X
五
一
ニ
・
九
）
以
上
⑨
加
A
爪
忠
次
書
状
（
折
紙
）
（
同
28
の
1
、
三
四
・八
x
四
九
・九）
注
『
寛
諮
』
第
十
七
巻
に
よ
る
と
、
松
倉
重
政
は
、
関
ケ
原
陣
で
井
伊
直
政
の
手
に
屈
し
、
艇
長
十
三
年
に
大
和
二
見
五
条
で
一
万
石
を
領
す
。
元
和
二
年
に
は
肥
前
高
来
郡
に
移
り
、
寛
永
七
年
に
没
す
。
本
書
は
、
三
浦
安
久
が
加
増
に
預
か
っ
た
元
和
四
年
前
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
注
前
掲
⑥
と
同
じ
内
容
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
人
名
な
ど
に
若
千
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
加
4
爪
忠
次
は
、
『
党
譜
』
第
十
二
巻
に
い
う
忠
澄
と
同
一
人
物
か
、
忠
澄
は
元
和
元
年
に
民
部
少
輔
に
任
じ
、
究
永
二
年
に
武
蔵
で
四
千
石
を
領
し
、
同
十
八
年
に
五
十
六
オ
で
没
し
て
い
る
。
五
月
三
日
盆
安
久
）
二
浦
十
左
衛
門
様御
報
五
月
廿
八
日
（
安
久
）
二
浦
十
左
衛
門
様御
報
松
豊
後（花
押
）
遠
路
御
大
儀
二
而
早
と
御
使
札
、
殊
―
-
」
焼
米
一
箱
送
給
候
、」
殿
其
」
外
御
孫
達
三
人
御
」
供
之
由
尤
申
談
候
、
」
猶
面
上
之
節
御
書
」
中
之
通
可
申
承
候
、
」
恐
ミ
謹
言
、
加
4
爪
民
部
少忠次
（
花
押
）
御
前
御
仕
合
」
能
御
座
候
間
、
可
御
心
安
候
、
」
然
者
権
右
衛
門
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惧
謹
言
、八
月
廿
七
日
候
、
」
御
上
意
不
存
御
報
二
能
成
候
、
宗
成
（
花
押
）
猶
期
後
音
之
」
時
候
、
恐
注
『
寛
譜
』
第
十
巻
に
よ
る
と
、
阿
部
正
次
は
、
炭
長
五
年
に
備
中
守
と
な
り
、
相
模
高
座
郡
他
で
一
万
石
を
領
す
、
同
十
六
年
に
大
番
頭
と
な
り
伏
見
城
番
を
勤
む
。
元
和
五
年
小
田
原
で
二
万
石
加
増
、
正
保
四
年
大
坂
城
で
病
死
、
七
十
九
オ
、
備
後
福
山
藩
八
万
六
千
石
の
祖
。
先
度
者
御
状
、
殊
二
醒
井
餅
一
籠
宇
治
丸
之
」
鮮
一
桶
被
懸
御
意
寄
思
食
御
懇
意
之
」
段
恭
次
第
紙
面
二
罪
申
謝
候
、
如
仰
其
以
」
来
方
へ
も
御
出
不
被
成
由
御
」
尤
二
候
、
懸
御
目
積
欝
申
承
度
耳
＿
一
者
、
良
久
不
能
面
談
御
物
遠
―
―
候
而
御
床
」
敷
存
候
、
御
法
度
故
、
何
尚
ミ
用
所
二
而
、
二
条
へ
罷
越
刻
、
不
及
御
報
」
令
迷
惑
候
、
以
上
、
⑪
久
世
宗
成
書
状
（同
30
の
1
、
三
五
・
七
x
五一
・六）
八
月
十
日
（安久）
＇
二
浦
十
左
衛
門
様
.＇
御
報
阿
部
備
中
守
正
次
（
花
押
）
七
月
三
日
（安久）
二
浦
十
左
衛
門
様御
報
注
久
世
宗
成
は
、
関
宿
久
世
広
宣
の
庶
子
と
思
わ
れ
る
が
、
『
寛
譜
』
で
は
、
所
在
が
つ
か
め
な
い
。
元
和
元
年
の
大
坂
陣
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
青
山
幸
成
書
状
（
折
紙
）
（
同
19
の
2
、
三六
・五
X
五四・ニ）
候
、
被
成
御
供
」
御
上
之
由
、
御
太
義
共
―
―
候
、
」
拙
者
も
御
同
前
之
（
井
伊
直
孝
）
事
候
、
」
掃
p
殿
へ
御
見
廻
申
」
度
候
へ
共
、
京
都
へ
参
候
事
、
」
不
罷
成
-
l
付
、
無
其
儀
候
、
」
何
様
懸
御
目
候
刻
、
可
」
得
御
意
候
、
恐
と
謹
言
、
注
『
寛
譜
』
第
十
二
巻
に
よ
る
と
、
青
山
幸
成
は
脱
長
十
年
に
大
蔵
少
輔
と
な
り
、
同
十
七
年
に
下
総
で
千
石
を
領
し
、
大
坂
の
陣
で
井
伊
直
孝
の
手
に
属
す
、
元
和
五
年
に
常
陸
新
治
で
一
万
三
千
石
、
被
入
御
念
、
如
書
中
殊
」
醒
井
餅
一
折
送
被
下
候
、
」
思
召
寄
恭
存
⑫ 
（
折
封
ウ
ワ
書
）
「
メ
三
浦
十
左
様
御
報
青
大
蔵
少幸成
（
花
押
）
久
丹
波
守宗
成
」
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注
包
紙
に
「
青
山
伯
者
守
」
と
あ
る
。
忠
俊
は
播
磨
守
忠
成
の
子
で
、
元
和
五
年
に
武
蔵
岩
槻
で
五
万
石
を
領
す
。
青
山
氏
が
掛
川
城
に
入
っ
た
の
は
、
寛
永
十
年
で
あ
る
。
古
文
書
摘
録
（
四
）
五
月
三
日
・
（
安
久
）
二
浦
十
左
衛
門
殿御
報
奉
公
候
、
可
御
心
易
候
、
将
叉
懸
川
名
城
御
預
ヶ
」
被
成
、
我
等
遠
路
被
入
御
念
示
」
預
、
殊
為
御
音
信
鮒
之
」
鮮
壱
桶
贈
給
御
懇
」
志
之
至
別
而
恭
」
令
賞
味
候
、
如
仰
其
」
以
来
者
、
以
書
状
も
不
」
申
承
所
存
之
外
候
、
」
然
者
貴
殿
御
役
之
」
義
一
段
可
然
存
知
候
、」
殊
更
跡
と
之
御
同
心
」
即
御
息
魚
兵
衛
殿
へ
」
御
預
ヶ
候
之
由
、
（
安
政
）
権
右
無
事
1
-
」
御
珍
重
存
候
、
」
仕
合
御
推
量
可
有
候
、
跡
ミ
之
様
子
今
」
程
覚
被
申
候
人
無
之
候
、
」
懸
御
目
昔
之
様
子
承
」
度
候
、
猶
期
後
音
之
」
時
候
、
恐
ミ
謹
言
青
山
大
蔵
少
（
花
押
）
⑬ 
重
畳
御
満
足
之
段
」
令
察
候
、
青
山
忠
俊
書
状
（
折
紙
）
（
同21の
1
、
三
四
・
一
X
五
0
•
四
）
究
永
十
年
掛
川
城
へ
入
る
。
同
十
二
年
尼
崎
へ
移
る
。
（
安
政
）
浦
十
左
衛
門
様人
ミ
御
中
（
万
治
二
）
八
月
十
一
日
尾
」
能
仕
罷
帰
大
腹
存
候
、
」
此
方
弥
替
儀
無
御
」
座
之
間
、
可
御
而
」
添
段
御
礼
難
申
尽
候
、
」
各
ミ
被
入
御
情
候
故
」
家
来
之
者
首
之
由
、
罷
帰
具
―
-
」
為
申
聞
、
不
初
よ
今
」
御
心
入
被
仰
申
、
別
（
井
伊
匝
孝
）
幸
便
之
条
―
筆
致
」
啓
上
候
、
先
以
掃
n頭
様
」
御
跡
職
無
相
違
玄
番
頭
様
へ
」
被
仰
付
、
先
月
廿
六
日
＿
一
」
継
目
之
御
礼
被
仰
上
、
」
目
出
珍
重
―
―
奉
存
候
、」
各
と
御
満
悦
推
量
申
候
、」
将
又
去
時
分
拙
者
」
家
来
之
者
、
其
元
へ
」
指
越
申
候
所
―
-
、
色
と
御
」
肝
痰
心
安
候
、
」
尚
期
後
音
之
時
候
、
」
恐
懐
謹
言
、
安
藤
彦
四
郎
直
政
（
花
押
）
注
『
寛
譜
』
第
十
七
巻
に
よ
る
と
、
安
藤
直
政
は
、
実
は
井
伊
直
政
の
家
臣
椋
原
壱
岐
政
長
の
子
で
、
母
は
安
藤
直
次
の
女
で
あ
る
。
以
上
⑭
安
藤
直
政
書
状
（
折
紙
）
（
同25の
1
、
三
四
・
ニ
X
四
九
•
五
）
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,‘
 ｀
 
，
 
；今？＇、
⑭ 安藤直政忠状
候
、
何
も
重
而
可
申
入
」
候
条
不
能
具
候
、
恐
ミ
」
謹
言
、
安
藤
重
能
が
、
元
和
元
年
に
井
伊
直
孝
の
備
に
て
討
死
し
、
嗣
子
が
な
か
っ
た
の
で
養
子
と
な
る
。
祖
父
直
次
の
領
地
武
蔵
児
玉
郡
の
内
三
千
石
余
を
分
与
さ
れ
る
。
直
継
（
花
押
）
注
『
寛
譜
』
第
二
十
二
巻
に
よ
る
と
、
直
継
は
、
疫
長
七
年
に
家
督
を
つ
ぎ
、
同
十
一
年
に
兵
部
少
輔
に
任
じ
、
病
弱
の
た
め
、
元
和
二
年
に
家
晋
を
直
孝
に
譲
り
、
上
州
安
中
三
万
石
へ
引
き
、
直
勝
と
改
む
。
井
伊
直
孝
書
状
（
折
紙
）
（
同
26
の
1
、
三
六
・
ニ
x
五
三
・八）
（脇）
尚
ミ
委
細
者
、
自
」
内
記
方
可
申
入
候
、
以
上
、
為
歳
暮
之
御
祝
」
儀
、
真
鴨
烹
u
送
給
候
、
」
御
心
付
之
段
無
恭
存
」
⑯
 
極
月
六
日
（
安
久
）
浦
十
左
衛
門
殿
衛
門
か
た
」
か
可
申
候
、
謹
言
、
遠
路
飛
脚
殊
」
木
綿
踏
皮
弐
足
」
到
来
令
祝
着
候
、」
猶
今
村
源
右
⑮
井
伊
直
継
書
状
（
折
紙
）
（
同
26
の
3
、
三
五．
ox四
九
・
ニ
）
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古
文
告
摘
録
（
四
）
霜
月
十
六
日
申
候
由
承
候
、
六
十
年
の
」
ち
か
つ
き
―
―
て
候
而
‘
御
う
れ
し
く
」
（
安
久
）
存
候
、
せ
き
か
原
—
—
て
十
左
衛
門
殿
」
御
高
名
之
次
第
を
拙
者
見
（
直
、
継
）
申
―
-
」
付
而
‘
右
兵
nIJノ
殿
へ
披
露
」
仕
候
キ
、
其
儀
を
御
忘
な
＿
＿
御
心
へ
」
可
被
成
候
、
昔
語
た
り
一
笑
＿
＿
候
、
」
恐
ミ
謹
言
、
重
好
（
花
押
）
く
て
」
よ
今
／
＼
御
心
実
之
御
事
」
つ
て
よ
て
候
、
貴
殿
も
左
様
（
折
封
ウ
ワ
魯
）
卯
月
二
日
つ
る
間
無
如
在
候
、
恐
懐
謹
言
、
（
花
押
）
い
／
＼
書
状
被
下
候
も
」
不
申
入
候
、
其
段
前
か
た
か
申
入
」
候
致
満
足
候
、
」
我
等
事
—
—
て
も
、
あ
ひ
す
き
／
＼
と
」
無
之
故
、
さ
御
目
候
、
今
度
」
御
普
請
御
無
事
―
―
御
つ
と
め
」
御
仕
合
能
候
事
、
御
事
つ
て
さ
い
／
＼
と
A
」
き
申
候
、
御
親
父
さ
ま
御
た
っ
し
や
」
路
」
御
心
懸
一
入
添
候
、
昨
日
者
直
―
―
御
」
出
候
由
、
他
出
仕
不
懸
尚
ミ
わ
れ
／
＼
の
」
□
□
D
よ
し
心
よ
く
候
而
」
一
□
口
口
進
之
候
、
以
上
，
⑰
鈴
木
重
好
書
状
（同
32
の
1
、
一一
三
・
九
x
四
六
・-l）
注
彦
根
藩
主
、
股
長
十
年
に
掃
部
助
に
任
じ
、
同
十
五
年
に
掃
部
頭
に
進
む
。
大
坂
の
陣
で
先
陣
を
勤
む
。
元
和
二
年
、
兄
直
継
に
代
り
藩
主
と
な
る
。
十
二
月
十
八
日
（
安
久
）
二
浦
十
左
衛
門
殿参
井
掃
部
助直孝
（
花
押
）
注
三
浦
安
政
が
十
左
衛
門
と
改
称
し
た
の
は
、
寛
永
十
九
年
な
の
で
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
重
好
は
、
元
和
二
年
に
家
老
と
し
て
、
直
継
に
従
っ
て
安
中
へ
移
っ
た
。
ゆ
る
／
＼
と
御
休
息
可
被
成
候
、
以
上
、
自
是
以
使
可
申
入
と
存
候
処
ミ
」
御
使
殊
―
―
鷹
一
贈
被
下
候
、
遠
⑱
木
俣
守
勝
書
状
（同
29
の
5
、
二
九
・三
x
四
三
・九
）
（
折
封
ウ
ヮ
書
）（
安
政
）
「
グ
三
浦
権
右
衛
門
殿
す
ミ
木
石
見
入
道
重
好
」
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中
心
と
し
て
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
注
木
俣
守
勝
は
、
本
文
書
中
の
「
木
俣
氏
覚
四
」
に
よ
れ
ば
、
永
禄
三
年
に
十
五
オ
で
家
康
に
従
い
、
天
正
十
年
に
井
伊
直
政
に
配
属
さ
れ
、
以
後
、
家
老
格
と
し
て
幕
末
に
至
る
。
本
書
は
、
三
浦
安
久
が
、
彦
根
城
普
諮
に
閑
係
し
た
炭
長
十
年
前
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尚
ミ
御
留
守
中
善
九
郎
殿
我
等
あ
っ
か
り
」
可
申
候
、
随
分
あ
し
き
事
無
之
様
二
」
い
け
ん
可
申
候
、
可
御
心
安
候
、
以
上
、
先
剋
者
娘
祝
言
f
付
而
、
善
九
郎
殿
」
御
越
、
殊
更
赤
白
ち
り
め
ん
二
巻
」
被
下
候
、
親
類
共
之
外
御
神
主
返
進
」
可
仕
と
存
候
間
、
彦
根
藩
三
浦
家
文
書
は
、
初
代
十
左
衛
門
安
久
関
係
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
内
容
か
ら
、
幕
藩
制
社
会
成
立
期
の
権
力
編
成
の
問
題
を
幕
藩
制
社
会
成
立
期
の
権
力
編
成
に
関
し
て
は
、
す
で
に
藤
野
保
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
や
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
な
ど
の
、
す
ぐ
⑲
木
俣
守
安
書
状
（
同2
9の
1
1、
三
一
•
i
=
-
X
四
七
．
0
)
（
安
久
）
三
浦
十
左
様
「
返
報
四
、
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
木
清
左
二
門
」
「
三
十
左
様人
ミ
御
中
木
清
左
衛
門
」
御
断
可
申
入
と
存
候
へ
共
、
」
無
内
外
御
心
安
存
候
二
隔
心
之
様
ニ
候
間
、
」
目
出
度
留
置
申
候
、
御
懇
慮
之
至
添
候
、
」
就
中
江
戸
へ
御
下
前
と
申
、
か
様
之
御
」
音
信
ハ
何
と
申
た
る
事
l
―
候
哉
、
い
は
わ
（
折
封
う
わ
書
）
注
木
俣
守
安
は
、
守
勝
の
養
子
、
「
木
俣
氏
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
狩
野
中
膳
の
子
で
、
実
は
小
田
原
北
条
家
の
庶
子
で
あ
る
と
い
う
。
四
千
石
を
領
し
、
士
大
将
と
し
て
先
備
を
勤
む
。
大
坂
の
陣
後
、
隠
居
す
る
。
三
浦
氏
と
は
、
早
く
か
ら
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
。
九
月
十
八
日
守
安
（
花
押
）
ぬ
」
御
事
と
存
候
へ
と
も
、
祝
候
而
留
置
申
候
、
」
恐
恨
謹
言
、
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過
程
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
て
み
た
い
。
れ
た
業
績
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
右
の
両
著
は
、
と
も
に
詳
細
を
極
め
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
本
史
料
よ
り
こ
れ
ら
の
諸
成
果
を
こ
え
る
問
題
点
を
部
分
的
に
も
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
文
の
一
で
述
べ
た
三
点
、
す
な
わ
ち
、
徳
川
氏
の
五
カ
国
領
有
時
代
に
お
け
る
権
力
編
成
の
あ
り
方
・
譜
代
藩
の
家
臣
団
編
成
の
問
題
・
藩
体
制
成
立
過
程
に
お
け
る
付
属
衆
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
点
は
、
五
カ
国
領
有
時
代
に
お
け
る
一
二
河
譜
代
以
外
の
家
臣
団
の
編
成
の
あ
り
方
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
三
浦
安
久
は
、
永
禄
十
二
年
に
今
川
家
給
人
か
ら
徳
川
家
康
に
帰
属
し
た
。
そ
の
後
、
天
正
十
年
に
井
伊
直
政
の
家
臣
団
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
の
安
久
の
動
向
は
、
徳
川
家
康
に
帰
属
し
た
今
川
家
給
人
で
、
徳
川
直
臣
団
に
編
成
さ
れ
た
後
、
比
較
的
早
い
時
期
に
譜
代
上
層
の
強
化
の
た
め
に
、
譜
代
上
層
に
付
属
さ
せ
ら
れ
て
陪
臣
団
を
形
成
し
て
、
譜
代
大
名
家
臣
団
と
な
っ
て
い
っ
た
、
典
型
例
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
藤
野
保
氏
の
前
掲
書
二
六
I
八
頁
に
、
本
多
忠
勝
家
臣
団
を
例
に
述
べ
て
あ
る
。
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
永
禄
九
年
に
忠
勝
に
付
属
さ
せ
ら
れ
た
五
二
名
の
う
ち
、
六
名
が
の
ち
に
直
臣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
譜
代
上
層
の
軍
事
力
強
化
の
た
め
に
付
け
ら
れ
た
付
属
衆
は
、
結
果
的
に
は
、
そ
の
大
部
分
が
譜
代
大
名
家
臣
団
に
吸
収
さ
れ
て
、
譜
代
藩
々
士
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
で
、
付
属
衆
よ
り
個
別
藩
々
士
へ
と
い
っ
た
、
身
分
上
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
付
属
衆
と
譜
代
藩
々
士
と
の
質
的
・
段
階
的
転
換
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
本
史
料
か
ら
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
安
久
の
加
増
年
次
の
変
遷
を
み
る
と
、
天
正
十
年
に
井
伊
直
政
へ
付
属
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
、
疫
長
十
六
年
に
初
め
て
百
石
を
加
増
さ
れ
、
元
和
、
寛
永
に
そ
れ
ぞ
れ
四
百
石
と
五
百
石
と
を
加
増
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
安
久
の
功
績
や
井
伊
家
の
加
増
と
直
接
的
な
関
連
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
小
田
原
の
陣
か
ら
関
ヶ
原
の
陣
に
か
け
て
の
軍
功
に
対
し
て
加
増
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
対
象
的
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
付
属
衆
↓
個
別
藩
々
士
の
身
分
変
化
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
第
二
点
は
、
譜
代
藩
に
お
け
る
家
臣
団
編
成
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
も
本
質
的
に
は
付
属
衆
↓
個
別
藩
々
土
の
問
題
と
し
て
、
藩
体
制
成
立
井
伊
直
政
旗
下
時
代
の
三
浦
安
久
は
、
「
直
政
様
江
御
付
被
為
遊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
直
政
へ
の
付
属
衆
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
藩
体
制
成
立
以
前
に
お
け
る
、
井
伊
直
政
と
三
浦
安
久
と
の
関
係
を
本
質
的
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
久
は
直
政
個
人
へ
の
付
属
衆
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
浦
安
古
文
書
摘
録
（
四
）
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久
の
井
伊
家
中
に
お
け
る
立
場
は
、
慶
長
七
年
に
直
政
が
死
亡
す
る
と
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
当
時
は
豊
臣
方
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
、
引
き
続
き
井
伊
家
中
に
留
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
井
伊
家
と
三
浦
家
と
の
主
従
関
係
が
正
式
に
確
定
し
、
三
浦
家
が
彦
根
藩
士
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
は
、
安
久
の
死
後
、
す
な
わ
ち
寛
永
十
四
年
以
降
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
安
久
の
生
前
に
お
い
て
、
三
浦
家
そ
の
も
の
が
井
伊
家
に
奉
公
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
三
節
で
紹
介
し
た
⑤
・
⑥
•
⑬
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
安
久
は
二
人
の
枠
子
の
仕
官
を
他
大
名
へ
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
本
文
の
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
浦
家
一
一
代
目
を
安
政
が
正
式
に
相
続
し
た
の
は
、
寛
永
十
九
年
で
あ
り
、
初
代
安
久
の
死
後
五
年
経
過
し
た
の
ち
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
寛
永
十
九
年
に
安
政
が
十
左
衛
門
を
称
し
、
三
浦
家
二
代
目
を
井
伊
直
孝
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
時
点
が
、
彦
根
藩
士
と
し
て
の
三
浦
家
の
あ
り
方
を
規
定
し
た
最
初
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
二
代
安
政
か
ら
四
代
安
晴
ま
で
が
、
実
子
相
続
の
続
い
た
時
期
で
、
家
禄
は
五
百
I
七
百
石
、
役
職
は
足
軽
大
将
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彦
根
藩
内
に
お
け
る
三
浦
家
の
家
格
は
、
寛
永
末
年
頃
に
決
定
さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
初
代
安
久
の
井
伊
家
に
お
け
る
地
位
は
、
藩
体
制
確
立
以
前
の
個
人
的
資
質
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
確
立
期
以
降
の
指
標
と
は
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
例
外
と
し
て
藩
側
で
は
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
二
代
安
政
に
は
、
藩
規
模
を
越
え
た
諸
行
動
を
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
彦
根
藩
土
と
し
て
の
行
動
に
終
始
し
た
。
こ
れ
は
安
政
の
個
人
的
資
質
が
安
久
に
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
も
規
定
さ
れ
る
が
、
本
来
的
に
は
、
十
七
世
紀
中
頃
に
お
け
る
藩
体
制
確
立
過
程
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
家
臣
団
編
成
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
期
に
お
け
る
安
政
の
評
価
が
彦
根
藩
士
と
し
て
の
三
浦
家
の
家
格
を
決
定
づ
け
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
三
点
は
、
藩
体
制
成
立
過
程
に
お
け
る
、
す
な
わ
ち
藩
体
制
確
立
期
以
前
の
付
属
衆
の
動
向
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
探
っ
て
み
た
い
。
三
浦
安
久
の
諸
行
動
は
、
す
で
に
な
ん
ど
か
述
べ
た
よ
う
に
、
個
別
藩
士
と
し
て
の
行
動
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
藩
体
制
確
立
以
前
と
い
う
時
期
的
な
特
質
、
安
久
の
付
属
衆
と
い
う
立
場
、
さ
ら
に
は
数
々
の
軍
功
と
い
う
個
人
的
資
質
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
よ
う
。
安
久
は
、
慶
長
七
年
に
井
伊
直
政
が
死
亡
し
た
お
り
、
藩
の
使
者
と
し
て
、
徳
川
家
康
に
謁
見
し
直
接
そ
の
報
告
を
し
た
。
さ
ら
に
家
康
が
彦
根
城
来
城
の
時
に
は
、
直
接
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
駕
の
側
に
伺
候
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
知
行
五
百
石
程
度
の
武
士
に
し
て
は
破
格
の
待
遇
で
あ
ろ
う
。
ま
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た
本
文
の
三
節
で
多
数
紹
介
し
た
よ
う
に
、
交
際
範
囲
は
近
隣
の
諸
大
名
に
及
ん
で
い
た
。
書
状
の
内
容
は
儀
礼
的
な
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
内
容
は
少
な
い
が
、
徳
川
氏
の
譜
代
重
臣
層
と
の
交
際
は
、
安
久
の
個
人
的
資
質
に
基
づ
く
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
藩
内
の
地
位
で
も
、
寛
永
四
年
に
は
知
行
千
五
百
石
と
な
り
、
旗
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
安
久
の
諸
行
動
は
、
二
代
安
政
以
降
と
は
極
め
て
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
う
す
る
に
、
安
久
は
、
幕
府
と
外
様
大
名
と
の
緊
張
関
係
が
存
在
し
、
政
治
上
に
お
い
て
軍
事
力
の
占
め
る
比
重
が
大
き
か
っ
た
時
期
に
、
西
国
外
様
大
名
へ
の
最
前
線
と
し
て
の
彦
根
藩
に
あ
っ
て
、
付
属
衆
と
い
う
立
場
と
、
そ
の
個
人
的
資
質
に
基
づ
き
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
行
動
を
と
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
十
七
世
紀
中
頃
に
、
幕
府
に
よ
る
全
国
支
配
が
確
立
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
個
別
藩
で
は
藩
体
制
が
確
立
し
て
い
く
時
期
に
入
る
と
、
塙
政
に
お
い
て
も
、
個
別
藩
政
に
お
い
て
も
、
職
制
の
整
備
・
諸
制
度
の
制
定
が
実
現
し
て
、
家
格
が
確
定
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
三
浦
家
は
個
人
的
資
質
を
発
揮
す
る
機
会
を
失
っ
て
、
藩
内
に
お
け
る
相
応
の
家
格
に
留
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
初
代
安
久
の
諸
行
動
は
、
あ
く
ま
で
も
特
例
と
し
て
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
三
点
に
わ
た
っ
て
、
幕
藩
制
社
会
成
立
過
程
か
ら
確
立
過
程
に
お
け
る
、
幕
藩
領
主
階
級
内
部
の
権
力
編
成
の
一
特
質
を
述
べ
て
き
た
。
本
文
書
紹
介
の
意
義
は
、
以
上
三
点
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
三
浦
安
久
は
今
川
家
給
人
か
ら
徳
川
家
直
臣
団
、
さ
ら
に
井
伊
直
政
付
属
衆
の
系
謂
を
た
ど
り
、
そ
の
子
孫
は
彦
根
藩
士
の
中
核
的
部
分
を
形
成
し
て
こ
と
に
三
浦
安
久
は
、
北
島
正
元
氏
が
そ
の
著
書
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
の
七
ニ
ー
三
頁
で
、
「徳
川
家
臣
団
の
編
成
原
理
が
、
あ
く
ま
で
徳
川
庶
家
及
び
三
河
譜
代
を
中
核
と
し
て
い
る
：
…
．
、
同
じ
徳
川
譜
代
の
な
か
で
も
、
今
川
・
武
田
・
後
北
条
な
ど
の
敵
性
大
名
の
家
臣
団
か
ら
徳
川
氏
の
譜
代
に
編
入
さ
れ
た
も
の
は
、
特
殊
な
例
外
を
除
い
て
大
名
に
昇
格
し
え
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
直
層
家
臣
団
の
な
か
で
も
、
三
河
譜
代
か
ら
は
軽
視
さ
れ
る
の
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
幕
政
に
お
け
る
伝
統
的
な
譜
代
重
視
は
、
実
は
三
河
譜
代
の
重
視
で
あ
り
…
…
、
こ
の
傾
向
は
幕
府
に
限
ら
ず
、
近
世
大
名
の
家
臣
団
に
お
い
て
も
原
則
的
に
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
、
、
つ
こ
°
し
t
古
文
害
摘
録
（
四
）
本
質
的
に
規
定
さ
れ
つ
つ
も
、
当
時
の
軍
事
的
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
な
か
で
、
そ
の
個
人
的
資
質
に
基
づ
ぎ
、
階
層
上
昇
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
安
久
の
軍
功
と
近
隣
の
譜
代
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（
注
）
本
文
の
日
日
は
柴
辻
、
⇔
四
ほ
湯
浅
が
記
述
し
た
。
内
容
的
制
約
に
よ
っ
て
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
大
名
層
と
の
多
面
的
な
交
渉
に
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
中
頃
に
入
り
、
幕
藩
体
制
の
確
立
過
程
の
な
か
で
、
安
久
の
死
亡
に
よ
っ
て
、
三
浦
家
は
番
方
の
中
級
の
彦
根
藩
士
と
し
て
定
着
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
付
層
衆
↓
個
別
藩
藩
士
の
系
譜
を
も
つ
者
は
、
親
藩
・
譜
代
藩
の
家
臣
団
構
成
の
中
核
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
個
別
藩
々
士
へ
の
編
成
の
あ
り
方
が
、
今
後
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
課
題
は
、
本
来
的
に
近
世
的
地
方
知
行
制
と
の
関
連
で
説
か
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
本
文
書
所
収
の
史
料
で
は
、
そ
の
（
一
九
七
三
•
七
・
ニ
五
）
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